
１★

　四角形 四角形

　ア　辺 と対応する辺は　辺

　　イ　 と対応する角は　

２★

　 つの三角形の対応する辺の長さの比は， ： ： であるから，

　相似比は　 ：

　 より，相似比は ： であるから　　 ： ：

　 とすると　 ： ： 　　　これを解くと　

　よって　　

　相似な図形では，対応する角の大きさは等しいから　　

３★

①　△ と△ において

　　　　 ： ： ： ，

　　　　 ： ： ： ，

　　　　 ： ： ：

　 組の辺の比がすべて等しいから　△ △

②　△ と△ において

　　　　 ： ： ： ，

　　　　 ： ： ： ，

　　　　

　 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから　△ △

③　△ において

　　　　

　△ と△ において

　　　　 ，

　 組の角がそれぞれ等しいから　△ △

４★★

　 と において

　　　　　　　　 ： ： ：

　　　　　　　　 対頂角

　よって， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

　 と において

　　　　　　　　 共通

　　　　　　　　

　よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

　 と において

　 　であるから

　　　　　　　　 ： ： ：

　また　 　　　 共通

　よって， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

５★★

　 と において

　　　　　　　　

　　　　　　　　 共通

　よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

　相似な三角形の対応する辺の長さの比は等しいから

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

　これを解いて　 　　　

　 と において

　　　　　　　　 ： ： ： 　……①

　　　　　　　　 共通

　よって， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

　①より，相似比は であるから

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　 　　　 ： ：

　これを解いて　　　　

６★

△ と△ において

仮定より　 　……①

また， より　

対頂角は等しいから　　

よって　　 　……②

①，②より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

７★★★

と において

　　　　　　　　 仮定

　　　　　　　　 共通

よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

したがって， ： ： であるから

　　　　　　　　 ： ： 　　……①

と において

　　　　　　　　 共通　……②

①，②より， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△ △

８★★

　△ と△ において

　△ は正三角形であるから

　　　　　　　　　　 　……①

　△ において，内角と外角の関係から

　　　　　　　　　　

　よって　

　 であるから

　　　　　　　　　　 　　　……②

　①，②より， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　　　△ △

　△ をもどすと△ と重なるから　

　 　　　　　　　

　よって　　　　

　△ は正三角形であるから　

　　　　　　　　

　△ △ より　

　　　　　　　　　　

　よって　　　　　　　　　

　したがって　　 　　

９★

　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　

よって　　

また　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　　

よって　　　

　 ： ：

　　　 ： ：

　　　　

よって　　

また　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　　

よって　　　

10★

　 より

　　　　　 ： ：

　よって　　

　 より

　　　　　 ： ：

　よって　　

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　

　よって　　　
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11★★

であるから

　　　　　　　 ： ：

よって　　　　 ： ： 　　　　……①

であるから

　　　　　　　 ： ：

よって　　　　 ： ： ： 　……②

①，②から　 ： ：

これを解くと　 　

12★★

を通り に平行に引いた直線と との交点を

とする。

であるから　 ： ： ：

よって　　　　　　　

であるから

　　　　　 ： ： ： ： 　

　メネラウスの定理を利用すると， が成り立つことから

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　よって， から　　 ： ：

13★

　

　 であるから，四角形 は平行四辺形である。

　よって　　　　　　　

　 であるから　 ： ：

　したがって　　　　　 ： ： ：

　

　 であるから　 ： ：

　よって　　　　　　　 ： ：

　したがって， であるから　

14★★

辺 の延長と線分 の延長の交点を とする。

であるから　　 ： ：

であるから　 ： ： ：

ここで，辺 の長さを とすると　　

また， であるから　

よって　

したがって　 ： ： ： ： 　

15★

　△ において， は の二等分線であるから

　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　

　よって　　　　

　△ において， は の外角の二等分線であるから

　　　　　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　

　よって　　　　

16★

　△ において，点 ， は，それぞれ辺 ， の中点であるから，中点連結

　定理により

　　　　　　 　…… ①

　　　　　　

　よって　　

　△ において，①より であるから

　　　　　　 ： ： ：

　よって　　

17★★

と を結ぶ。

△ において，中点連結定理により

　　 ，

△ において，中点連結定理により

　　 ，

したがって　　　 ，　

よって， 組の対辺が平行でその長さが等しいから，四角形 は平行四辺形で

ある。　

18★★

△ △ であり，相似比は　　 ： ： ：

よって　　　　△ ：△ ： ：

したがって　　△ △

また，△ △ であり，相似比は　　 ： ： ：

よって　　　　△ ：△ ： ：

したがって　　△ △

よって　　　　 四角形 △ △ △

19★★

等分された立体を，上から順に ， ， とする。

また， と を合わせた円錐を ，もとの円錐を

とする。

で，相似比は ： であるから

　　 の体積 ： の体積 ： ： 　……①

で，相似比は ： であるから

　　 の体積 ： の体積 ： ：

の体積が であるから

　　 の体積 の体積

よって，①から

　　 の体積 の体積

したがって　　 の体積 の体積 の体積
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１

　四角形 四角形

　ア　辺 と対応する辺は　辺

　　イ　辺 と対応する辺は　辺

　　ウ　 と対応する角は　

　　エ　 と対応する角は　

２

　 つの四角形の対応する辺の長さの比は， ： ： ： であるから，

　相似比は　

　 より，相似比は ： であるから　　 ： ：

　 とすると　 ： ： 　　　これを解くと　 　　　

　よって　　

　相似な図形では，対応する角の大きさは等しいから　

　ここで，四角形 において

　　　　　　

　よって　　

３

　 と において

　　　　 ： ： ，　 ，　

　 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから　　△ △

　 と において

　　　　 ： ： ： ，　 ： ： ： ，　 ： ： ：

　 組の辺の比がすべて等しいから　　△ △

　 において　　

　 と において

　　　　 ，　

　 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

と は，どの三角形とも相似でない

４

　△ と△ において

　　　　 ： ： ： ，

　　　　 対頂角

　 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから　△ △

　△ と△ において であるから

　　　　 ： ： ：

　また　 共通

　 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから　△ △

　△ と△ において

　　　　 共通

　　　　

　 組の角がそれぞれ等しいから　△ △

５

　△ と△ において

　　　　　 ： ： ：

　　　　　 ： ： ：

　　　　　

　よって， 組の辺の比が等しく，その間の角が等しいから

　　　　　△ △

　相似な三角形の対応する辺の比は等しいから

　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　

　よって　　　　

　△ と△ において

　　

　　 　共通

　よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　△ △

　相似な三角形の対応する辺の比は等しいから

　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　

　よって　　　　

　△ と△ において

　　　　　

　　　　　 　共通

　よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　△ △

　相似な三角形の対応する辺の比は等しいから

　　　　　 ： ：

　　　　　 ： ：

　　　　　

　　　　　　　

　よって　　　　

　△ と△ において

　　　　　 ： ： ：

　　　　　 ： ： ：

　　　　　 　共通

　よって， 組の辺の比が等しく，その間の角が等しいから

　　　　　△ △

　相似な三角形の対応する辺の比は等しいから

　　　　　 ： ：

　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　

　よって　　　　

６

△ と△ において

仮定より　　　 　…… ①

また， であるから，二等辺三角形 の底角

について　 　 　…… ②

対頂角は等しいから

　　　　　　　 　…… ③

②，③より　　 　…… ④

①，④より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △ 　　

７

　△ と△ において

　　　　　　 ，　　 　共通

　 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △ 　……①

　△ と△ において

　①から　　 ： ：

　よって　　 ： ：

　また　　　 　共通

　したがって， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　△ △ 　　

８

　 と において

　　　　　 　　 ……①

　 において，内角と外角の関係から

　　　　　

　　　　　　　

　よって　　　　　 　……②

　①，②より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

　 であるから　　

　△ △ から　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　　　 ： ： 　　　　よって　
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９

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　

　よって　　　　

　また　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　

　よって　　　　

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　 ： ：

　　　　　　

　よって　　　　

　また　　 ： ：

　　　　　　 ： ：

　　　　　　

　よって　　　　

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　 ： ：

　　　　

　よって　　　　

10

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　

　よって　　

　 より

　　　　

　　　　

　　　　　　

　よって　　　　

　 より

　　　　　 ： ：

　　　　　

　よって　　　　　

11

　 より　 ： ：

　よって　 　　　　 ： ： ：

　さらに， より　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　

　したがって　　 　　　　　　

　また， より　 ： ：

　　　　　　 　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　

　したがって　　　　　　　　　

　直線 と線分 の交点を とする。

　 より　　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　

　したがって　 　　　　　

　また， より　 ： ：

　 　　　　 　　 ： ：

　　　　　　　　　　 　　

　したがって　　　　　　 　　

12

　 を通り に平行に引いた直線と との交点

　を とする。

　 であるから　

　よって　　　　　　　

　 であるから　

　 を通り に平行に引いた直線と との交

　点を とする。

　 であるから　

　よって　　　　　　　

　したがって　　　　　

　 であるから　

　よって　　　　　　　

　したがって　　　　　

13

　 であるから

　　　　　 ： ： 　　　　よって　　 ： ： ：

　 であるから

　　　　　 ： ： 　　　　よって　　 ： ：

　したがって， であるから　

14

線分 ， を延長して，その交点を とする。

であるから

　　　　　　　 ： ：

よって　　　　 ： ：

したがって　　 　……①

仮定から　　　 ： ：

よって　　　　 　……②

①，②から　

であるから

　　　　　　　 ： ： ： ：

　点 を通り， ， に平行な線分を引き，

　線分 との交点を とする。

　 であるから

　　　 ： ： ：

　すなわち　　 　……③

　　　 ： ： ： ：

　すなわち　　

　 であるから　　

　 であるから

　　　　 ： ： ： ：

　すなわち　　

　これと③から　　

　よって　　　　

　したがって　　 ： ： ：
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15

　 において， は の二等分線であるから

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　

　よって　　　　　　

　 において， は の外角の二等分線であるから

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　

　よって　　　　　　　

　 より　 ： ：

　よって， ： ： ： であるから　 ： ： ：

　 において， は の二等分線であるから

　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　

　したがって　　　　　　　

16

　 において，中点連結定理により

　　　　　　　 　　……①，　 　……②

　②より　　

　①より， であるから　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ： ： 　　　　　

　よって　　 　　　　　したがって　　

17

△ において，中点連結定理により　　 ，

△ において，中点連結定理により　　 ，

したがって　　 ，

よって， 組の対辺が平行でその長さが等しいから，四角形 は平行四辺形である。

18

四角形 は平行四辺形であるから　　　 ，

よって　　△ △ △

また， であるから，相似比は　

したがって，面積比は　△ △ △

よって　　　　　△ △ ，　△ △

したがって， の面積を とおくと

　　　　　　　　 △ △ △ △

よって， の面積は，△ の面積の 倍である。

19

もとの円錐を ， から一番下の立体を取り除いた円錐

を ，一番上の円錐を とする。

と と は相似で，その相似比は　　

したがって，体積比は　　

　一番上の円錐の体積を とすると

　　　　　　　　

　よって　　　　

　一番下の立体の体積を とする。

　 の結果から　

　よって　　　　

１

△ と△ において

△ △ から

　　　　　　 ： ：

よって　　　 ： ： 　……①

　　　　　　

　　　　　　

であるから

　　　　　　 　　 ……②

①，②より， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　△ △

２

　 ： ： ： ， ： ： ：

　よって， と は平行でない。

　 ： ： ， ： ： ：

　よって， と は平行である。

　 ： ： ： ， ： ：

　よって， と は平行でない。

　 ： ： ， ： ：

　よって， と は平行でない。

以上から，辺 に平行な線分は　

３

より　 ： ：

　　　　　　　　　　 ： ：

よって　　　　　　　　

より　 ： ：

　　　　　　 ： ：

よって　　　　　　　

， より

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

よって　　　　　　　
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４

　 であるから　　 ： ：

　よって　　　　　　　　　 ： ： 　　　 ……①

　 であるから　　 ： ：

　よって　　　　　　　　　 ： ： ： 　……②

　①，②から　　 ： ：

　これを解くと　

　 であるから

　　　　　　 ： ：

　よって　　 ： ： 　……①

　 であるから

　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　 ： ： 　……②

　①，②から　　 ： ：

　これを解くと　

　 であるから

　　　　　　 ： ：

　よって　　 ： ： 　　……①

　 であるから

　　　　　　 ： ：

　よって　　 ： ： ： 　……②

　①，②から　　 ： ：

　これを解くと　

５

歩き始めてから 秒後に 君の影の先端がちょうど

に到達するとする。

このとき， 君を線分 とみると，

△ △ であるから

　　　　　　　 ： ：

よって　　 ： ：

これを解いて　　　　 　　　　　したがって　 秒後

６

より， ： ： ： であるから　

より， ： ： ： であるから　

よって　　　　　

したがって　　　 ： ： ：

７

　 であるから　 ： ： ： 　　　よって　

　 であるから　　

　また， であるから　　

　したがって　　　　　　 ： ： ：

　 であるから　　 ： ： ：

　 ： ： ： であるから　　　

　また， ： ： ： であるから　

　よって　　　　　

　したがって　　　 ： ： ：

８

　 ： ： であるから

　　 　　

よって 　

であるから

　　　　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　

よって 　　　

　 より

　　　 ： ：

　　　　 ： ：

　　　　

よって　　　

したがって　

９

　 は の二等分線であるから

　　　　　　　　 ： ：

　よって　　　　 ： ： ：

　したがって　　

　 は の二等分線であるから

　　　　　　　　 ： ：

　よって　　　　 ： ： ：

　 は の二等分線であるから

　　　　 ： ：

　よって

　　　　 ： ： ：

　したがって

　　　　 ， 　……①

　 は の外角の二等分線であるから

　　　　　　　　 ： ：

　よって　　　　 ： ：

　すなわち　　　 ： ： ：

　したがって　　 　……②

　①，②から　　

　よって　　　　 ： ： ：

10

において， は の二等分線であるから

　　　　　　　　　　　 ： ：

において， は の二等分線であるから

　　　　　　　　　　　 ： ：

であるから　 ： ：

よって， である。

11

とすると，仮定から

　　　　　　　 ，

△ において， は の二等分線であるから

　　　 ： ： ： ：

を通り に平行に引いた直線と との交点を

とする。

であるから　 ： ： ：

よって　　　　 　　　

であるから　 ： ： ： ：

　上の解答と同様に とすると

　　　　　　　 ，

　　　　　　　

　 を通り に平行に引いた直線と との交点を

　 とする。

　 であるから

　　　　

　 ， であるから

　　　　

12

において，中点連結定理により　　

平行線の同位角は等しいから　　

において　　　　　　　

よって， において，内角と外角の関係から　　
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13

， ， ， ， において，中点連結定理により

　　　　　 ，

よって　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

したがって，五角形 の周の長さは である。

14

　 　直線 と の交点を とする。

　△ と△ において

　　　　　　 　仮定

　　　　　　 　対頂角

　 から

　　　　　　 　錯角

　 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから　 △ △

　したがって　　　 　……①，　　 　……②

　△ において，①から， ， はそれぞれ辺 ， の中点である。

　よって，中点連結定理により　　 　……③，　 　……④

　③から　　　　

　②，④から　　 　　

　 から　　 　

の別証

　対角線 の中点を とする。

　△ において， ， はそれぞれ辺 ， の

　中点であるから，中点連結定理により

　　　　　　 　　……①

　　　　　　 　……②

　△ において， ， はそれぞれ辺 ， の

　中点であるから，中点連結定理により

　　　　　　 　　……③，　　 　……④

　 であるから，①，③より　　

　すなわち， 点 ， ， は一直線上にあり，点 は

　線分 上にある。

　よって，①から　　

　また　　　　　　　

　②，④から　　　　

　　　　　　　　　　　　 　

15

と を結ぶ。

四角形 において， ， であるから，四角形 は平行四

辺形である。

平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わるから　

同様に，四角形 は平行四辺形であるから　　

よって， において，中点連結定理により　　

16

， において，中点連結定理により

　　　　　 ， 　　　 ，

よって　　 ， 　……①

また， ， において，中点連結定理により

　　　　　 ， 　　　 ，

よって　　 ， 　……②

　 のとき，①，②より　　

　したがって，四角形 の 辺はすべて等しいから，ひし形である。

　線分 と線分 の交点を ，線分 と線分 の交点を ，線分 と線分

　 の交点を とする。

　四角形 は平行四辺形であるから， のとき である。

　同様に， であるから，四角形 は長方形である。

17

△ の面積を とする。

△ △ であり，相似比は

　　　　　 ： ：

よって，面積比は

　　　　　△ ：△ ： ：

したがって　　△

よって　　 四角形 の面積 △ △

　　　　　　　　　　　　　　　

また　　　△ ：△ ： ： ：

ゆえに　　△ △

したがって　　 　　　 　 倍

18

， ， であるから，△ ，

△ ，△ は，△ と相似である。

　△ と△ の相似比は

　　　　　　　 ： ： ： ：

　よって，面積比は

　　　　　　　△ △

　したがって　△ △

　△ と△ の相似比は　　　 　　　　

　ここで， であるから　

　よって，面積比は　　△ △

　したがって　　　　　△ △

　 と同様にして，△ と△ の面積比が と求められる。

　したがって　　　　　△ △

～ から，求める面積の和は　　

19 [常総学院]

　 ： ： より　

　よって　　　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

　したがって　　　

　△ △ であり，相似比は

　　　　　　　 ： ：

　よって，面積の比は　 ： ：

　したがって，△ と四角形 の面積の比は

　　　　　　　 ： ：

　三角錐 の体積を ，立体 の体積を とすると

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　

　 であるから，求める立体の体積は

　　　　　　　

20 [福島県]

高さが の円錐を ，切ったときの上側の円錐を とする。

円錐 の体積は　

と は相似で，その相似比は

　　　　　　 ：

よって，体積の比は　 ： ：

したがって，求める立体の体積は
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21

点 ， ， は，それぞれ辺 ， ， の中点で

あるから，面 と面 は平行である。

よって，正四面体 と立体 は相似で，そ

の相似比は　　　　　　　

したがって，体積比は　　

よって，立体 の体積は　

同様にして，立体 ， ， の体積もそれ

ぞれ であることがわかる。

したがって　　

22

三角錐 と三角錐 は相似で，その相似比は　　 ： ：

したがって，体積比は　　

立体 は正四角錐であるから，三角錐 と は合同である。

よって，三角錐 と正四角錐 の体積比は　　 ： ：

したがって　　　

23

図のように， ， ， の交点を とする。

であるから

　　　　 ： ： ：

　　　　 ： ：

よって　

このとき，三角錐 － の体積は

　　　　

三角錐 の体積は

　　　　

したがって，求める体積は　　

１

と において

　　　　　　　　　　 共通　……①

△ △ であるから

　　　　　　　　　　

と において，内角と外角の関係から

　　　　　　　　　　

よって　　　　　　　

また， は を 等分しているから

　　　　　　　　　　

対頂角は等しいから　

よって　　　　　　　 　　　　……②

①，②より， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　　　△ △

２

点 から辺 に引いた垂線の足を ，辺 と線分 の交点を とする。

と において

　　　　　　　　 （共通），　

よって， 組の角がそれぞれ等しいから，残りの角も等しくなり

　　　　　　　　 　　 ……①

と において

から　 ： ：

から 　 ： ：

よって　　　　　 ： ： 　……②

①，②より， 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　 △ △

相似比は ： であるから　　 ： ：

３

まず，△ △ を証明する。

△ と△ において

△ は正三角形であるから　 ……①

△ は正三角形であるから　 ……②

また　

　　　

よって　　 　……③

①，②，③より， 組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから　　△ △

合同な図形では対応する角の大きさは等しいから　　 　……④

次に，△ と△ において　　 　……⑤

より，同位角が等しいから　　

よって，錯角が等しいから　　　 　……⑥

④，⑥より　 　……⑦

⑤，⑦より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

４

まず，△ △ と△ △ を証明する。

△ と△ において　 　共通

四角形 は正方形であるから

　　　 ，

組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから　　△ △

合同な図形では対応する角の大きさは等しいから　　 　……①

また，△ と△ において

仮定から　　

四角形 は正方形であるから　　 ，

組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから　　△ △

合同な図形では対応する角の大きさは等しいから　　 　……②

①，②より　 　……③

次に，△ と△ において　　 　共通　……④

③，④より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

５

　垂直二等分線上の点から線分の つの端点までの

　距離は等しいから，△ は の二等辺三

　角形である。

　よって　　

　したがって，△ において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　また，仮定より　

　よって　　

　すなわち　

　また　　　 　共通

　したがって，△ と△ において， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　△ △ 　　

６

と において

　　　　　　　　　 　……①

において　 　……②

であるから

　　　　　　　　　 　……③

②，③から　　　　 　　　 ……④

①，④より， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　　△ △

， であるから， と の相似比は

　　　　　　 ： ： ： 　　　よって　　 ： ：

とすると　　 ： ： 　　　したがって　

また， ： ： で， であるから　　

であるから　　 　　　これを解いて　　

よって　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第６章　相似　レベル
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７

△ と△ において

　　　　　　　　　　 　　　　　　……①

線分 と の交点を とする。

であるから　　　　 　……②

線分 を折り目として，点 が移る点が であるから　

よって， であるから　 　……③

②，③から　　　　　　　　　 　　　 ……④

①，④より， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

よって　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　 ： ：

したがって　　　 　　　　

８

とおく。

より　　

　　　 　　　　

よって　　

また， より

　　　

より

　　　

　　　　

よって　　

： ： より， であるから

　　　

これを解いて 　

したがって　　

９

直線 と直線 の交点を とする。

であるから　 　　　

よって　　　　　　　

したがって　　　　　

また　　　　　　　　

であるから　

よって　　　　　　　 　……①

また， であるから

　　　　　　　　　　

よって　　　　　　　 　……②

①，②より　　　　　

10

△ と△ において

仮定から　　 ，　

よって　　　

また　　　　 　 共通

組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

したがって　　　　　 　 ： ：

とすると　　 ： ：

よって　　　　　　　　

これを解くと　　

したがって　　　

であるから　

よって　　　

△ △ であるから　 ： ：

とすると　　　　　 ： ：

したがって　　

これを解くと　

よって　　　　

11

と の交点を とする。

△ と△ において

　　　　 　　

　　　　　

　　　　　

組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから

　　　　　△ △

よって　　

　　　　　

△ において，中点連結定理により　　

12

　線分 の延長と線分 の延長の交点を

　 ，線分 の延長と辺 の交点を とする。

　 の二等分線が底辺 に垂直であるから，

　△ は の二等辺三角形である。

　同様に，△ は の二等辺三角形

　である。

　したがって　　 　……①

　△ において，点 ， はそれぞれ辺 ，

　 の中点であるから，中点連結定理により

　　　　　　　　 　……②

　同様にして　　 　……③

　①，②，③から　　

　また　　　　　 　　

13

において，点 ， は，それぞれ辺 ， の中点であるから，中点連結定

理により　　　　

すなわち　　　　 　……①

また， において，点 ， は，それぞれ辺 ， の中点であるから，中点

連結定理により　

すなわち　　　　 　……②

①，②より，四角形 は， 組の対辺がそれぞれ平行であるから，平行四辺形で

ある。

平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わるから， は辺 の中点である。

よって， は の中線であるから，三角形の つの中線は 点で交わる。
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14 [開明]

　 より　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　 ： 　　　……①

　 より　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　 ： 　　　……②

　①より　　　 ，

　②より　　　 ，

　よって　　　 　……③

　したがって　 ： ： ： ：

　　　　　　　　　　　　　 ： ：

　 より　 ： ：

　よって， ： ： であるから

　　　　　　　

　したがって　△ △

　よって　　　△ △

　したがって　△ ：△ ：

　③より　 △ △

　　　　　　　　　　

　 より　　　△ △ 　……④

　 より　△ △

　△ △ で，△ △ であるから

　　　　　　　△

　よって　　　△ 　……⑤

　④，⑤より　

　　　　　　　　

　したがって　 ： ：

15 [三重県]

　 と△ において

　　　　　　　正三角形 の つの角はすべて等しいので

　　　　　　　 　……①

　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　……②

　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　……③

　②，③より　 　……④

　①，④より， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　△ △

　ア　 で△ △ が証明されて折り返しているので

　　　　　　　　　 ： ： ：

　　　相似な図形の面積比は，相似比の 乗と等しいので

　　　　　　　　　△ ：△ ：

　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

　イ　 ： ： で より

　　

　　 ， となる。

　　△ △ で

　　 ： ： ： より

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　同様にして

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　 より

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　よって　　　

　ウ　右の図の と を結ぶ。

　　△ の辺 上に点 がある。

　　 ： ： ： であり，

　　高さが共通しているから

　　△ ：△ ： 　……①

　　また，△ の辺 上に点 がある。

　　 ： ： ： であり，

　　高さが共通しているので

　　△ ：△ ： 　……②

　　①より　△ ：△ ： 　……③

　　②より　△ ：△ ： 　……④

　　③，④より　△ ：△ ：△ ： ：

　　△ △ であるので

　　△ ：△ ：

　　　　　△ △

　　よって，△ の面積の 倍になる。

16 [愛知県]

　容器 の体積は　

　鉄のおもり の高さを とすると

　　　　　　　

　よって　　　

　鉄のおもり の容器 に入っていない部分を ，それ以

　外を とする。

　 と鉄のおもり は相似で

　相似比は　　 ： ：

　よって，体積比は　　 ： ：

　あふれ出た水の体積は の体積と等しいから
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17

　 点 ， ， を通る平面と辺 ， との交点を

　それぞれ ， とする。

　また， ， ， の交点を とし， ， ， の

　交点を とする。

　 と において

　 　　　

　　　

　　　

　より， 組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから　　△ △

　よって　　

　 であるから　　

　したがって　　

　このとき，三角錐 － の体積は　　

　同様にして三角錐 － の体積を求めると， である。

　また，三角錐 － の体積は　　

　よって，求める体積は　　

　 点 ， ， を通る平面と

　直線 ， ， ， ， ， との交点をそれぞれ

　 ， ， ， ， ， とする。

　 と同様に考えると，三角錐 － の体積は

　　　

　同様にして，三角錐 － の体積，三角錐 －

　の体積を求めると，ともに である。

　また，三角錐 － の体積は　　

　よって，求める体積は　　

　 点 ， ， を通る平面で立方体を切断し， つの立体に分けると， つの立体

　は合同になる。

　よって，求める体積は立方体の体積の半分であり　

18

， ， を延長し，その交点を とする。

また， ， ， を延長し，その交点を とする。

さらに，三角錐 ， ， の体積をそ

れぞれ ， ， とする。

三角錐 と三角錐 は相似で，相似比は

　　　　　 ： ： ：

よって，体積比は　　 ： ： ：

また，三角錐 と三角錐 は相似で，相似

比は　　　 ： ： ：

よって，体積比は　　 ： ： ：

したがって，求める体積は

　　　　　 　……①　

ここで， であるから

　　　　　 ： ：

よって　　 ： ：

したがって　　　　　

同じように考えて　　

よって，三角錐 の体積 は

　　　　 △

①から，求める体積は　　

１

下の図のように， 秒後に花子さんが到着した地点を とし，このときにできる

影の先端をそれぞれ ， とする。また，街灯をそれぞれ線分 ， とし，

花子さんを線分 とする。

　花子さんは毎秒 の速さで歩くとすると　　 ，　

　 は の二等辺三角形であるから　　

　よって，△ △ であるから　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　これを解いて　　

　求める距離は であるから　　

　

　 であるから　　

　　　　　　　　　　　　　

　これを解いて　　

　よって，花子さんの身長は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第６章　相似　レベル
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２

　 であるから

　　　　 ： ： ：

　 であるから

　　　　 ： ： ： 　…… ①

　また， であるから

　　　　 ： ： ： 　…… ②

　ここで， とおく。

　 より　　　 　　……③

　①，③ より　 　　 ……④

　② より　　　 　 …… ⑤

　③，④，⑤ より　

　　　　　　　　　

　したがって 　　　 ： ： ：

　 と の交点を とする。

　 であるから，次の関係が，それぞれ成り立つ。

　　　 ： ： ： 　より　　

　　　 ： ： ： 　より　　 　…… ⑥

　　　 ： ： ： 　より　　

　　　 ： ： ： 　より　 　…… ⑦

　⑥，⑦ より　　

　　　　　　　　　

　したがって　　　 ： ： ：

３

　五角形の内角の和は　

　正五角形の内角は等しいから　

　また，△ は の二等辺三角形であるから

　　　　　

　 　△ と △ において

　　　　　

　同様にして　　

　よって　　

　また　　　 　 共通

　したがって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　△ △ 　　

　 　

　△ において，内角と外角の性質から

　　　　　

　よって， であるから，△ は の二等辺三角形である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　△ △ であるから

　　　　　　　 ： ：

　正五角形 の 辺を とすると，

　 であるから

　　　　　　　 ： ：

　よって　　　

　すなわち　　

　これを解くと　

　 であるから，正五角形の 辺の長さは　　

　 　 ： ： は黄金比である。

４ [2016 巣鴨]

の二等分線と との交点を とする。

より，△ は の二等辺

三角形である。

組の角がそれぞれ等しいから

　　△ △ 　　…… ①

ここで， ， とおくと

① より　　　　 ： ：

　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　 　　…… ②

同じく ① より　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

これを ② に代入して　

したがって，辺 の長さは　　

５

点 から直線 に引いた垂線の足を とする。

△ と △ において

　　　

　　　

よって， 組の角がそれぞれ等しいから

　　　△ △

したがって　　 ： ： ：

よって　　 ，

△ と △ において

　　　 　 対頂角

　　　

よって， 組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

したがって　　 ： ：

ここで，直線 は の二等分線であるから， ： ： ： であり

　　　　　 ： ：

よって　　

　　　　　

であるから

　　　　　 ： ： ：

６ [岡山白陵]

から にひいた垂線を ， から にひい

た垂線を とする。

△ と △ において

△ ，△ は直角二等辺三角形であるから

　　　　　　 　…… ①

　　　　　　 　　…… ②

仮定から　　 　　　 …… ③

中点連結定理により

①，②，③ から　

　　　　　　　　　　 　…… ④

同様に　　　 　…… ⑤

また，中点連結定理により

　　　　　　

　　　　　　

平行線の同位角は等しいから

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

よって　　　 　…… ⑥

④，⑤，⑥ より， 辺とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　△ △

よって　　　
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７

　△ △ で，相似比は ： に等し

　いから

　　　　　　△ ：△

　　　　　　　　　 ： 　……①

　△ と△ は高さが等しいから

　　　　　　△ ：△ ： 　 ……②

　①，②から　　 ： ： 　　 ……③

　また，△ △ で，相似比は ： に等しいから

　　　　　　△ ：△ ： 　……④

　△ と△ は高さが等しいから

　　　　　　△ ：△ ： 　 ……⑤

　④，⑤から　　 ： ： 　　 ……⑥

　③，⑥から　　 ： ： ： ： 　　

８ [花園]

正六角形の つの内角の大きさは

　　　　　　

よって，△ ，△ ，△ ，△ ，△ ，△ は合同な正三角形で

ある。

　 より　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　 ：

　直線 と の交点を とする。

　 より

　　　　　　　 ： ： ：

　よって　　　

　 とおくと， であるから

　　　　　　　

　 より

　　　　　　　 ： ： ：

　　　　　　　　　　　 ：

　△ とおく。

　 ： ： より　 ： ：

　よって　　　△ △

　 より，△ △ であるから

　　　　　　　△

　線分 ， ， ， ， ， によって囲まれてできる正六角形の面積は，正六

　角形 の面積から，△ の面積の 倍をひけばよいから

　　　　　　　

　 より， 倍である。

９ [鎌倉学園]

　右の図のように点 ， ， ， ， ， ，

　 を定める。

　 とすると

　　　　　　　 ，

　　　　　　　

　 であるから

　　　　　　　 ： ： ：

　　　　　　　 ： ： ：

　 より， とおくと

　　　　　　　 ，

　　　　　　　

　　　　　　　

　よって　　　 ： ： ： ：

　　　　　　　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　　　　　 ： ：

　 と同様にして　 ： ： ： ： ： ：

　よって　　　△ △

　　　　　　　　　　 △

　　　　　　　　　　 △

　　　　　　　　　　 △

　　　　　　　　　　 △

　したがって，△ の面積は△ の面積の 倍

10

線分 と線分 の交点を ，線分 と線分

の交点を とする。

△ において，中点連結定理により

　　　　　 ，

， であるから

　　　　　 ，

より　　 ： ：

同様に， ， であるから　　 ，

より　　 ： ：

よって， ： ： であるから　　

したがって　　　 ： ： ：

よって，線分 の長さは，線分 の長さの 倍である。

11

　 は正方形 の対角線の交点である。

　△ において， 点 ， は，それぞれ辺 ，

　 の中点であるから，中点連結定理により

　　　　 ……①，　 ……②

　 であるから，②により　　

　①により， であるから

　　　　 ： ： ： ：

　 を通り に平行に引いた直線と との交点を

　とする。

　 であるから　 ： ：

　 により　　 　　　 ： ：

　よって　　　　　　　　　

　また， であるから　

　　　　　　　　　　　 ： ： ：

　よって　　　　　　　　　

　したがって　　　　　 ： ： ：

12

頂点 から底面 に引いた垂線を とし， と の交点を とする。

このとき， は正方形 の対角線 ， の交点で， は 上の点である｡

において，中点連結定理により　　

よって　　　　　　　　

を通り に平行に引いた直線と との交点を とする。

であるから　　

したがって　　　　　　 　……①

であるから　　

よって　　　　　　　　 　……②

①，②より， であるから　
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13

図 のように，辺 の中点を ， と の交点を ，

と の交点を とする。

このとき，図 のように，合同な立体 と

を考えると，頂点 を含まない方の立体は，

この つの立体を合わせたものになる。

立体 について，この立体は，三角錐

から相似な三角錐 を取り除いたものである。

三角錐 と三角錐 の相似比は　

したがって

　 立体 の体積 三角錐 の体積

　　　　　　　　　　　　　　

三角錐 の体積は　

よって，立体 の体積は　

したがって，求める立体の体積は　

14

展開図を組み立てて，右の図のように点 ， を定め

ると，小さい方の立体は，立体 である。

， の延長の交点を とし，立方体の 辺の

長さを とする。

仮定より， であるから

　　　　　　

よって　　　

　　　　　　

したがって　　　

三角錐 － と三角錐 － は相似で，その相似比は　

よって，体積比は　　

したがって，立体 と三角錐 － の体積比は　

よって　　　　

したがって　　

よって　　　　
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